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小項目評価 

共通項目 【海老名市食の創造館】

１ 施設の位置づけ

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)施設の設置
目的・目標
に沿った管
理運営を実
施している
か。 

施設長をはじめとする現
場の管理者が、施設の設
置目的を理解できてい
る。 Ｂ Ｂ

施設長をはじめ、現場の管理者について
は、施設の設置目的を理解し、安全・安
心でおいしい給食の継続的な提供及び
広く市民に開かれた多機能食育センター
を目指すという方針についても理解でき
ている。 

施設の職員が、自分たち
が掲げている基本方針を
理解できている。 

2)施設及び地
域の特性を
反映したサ
ービスの提
供が行われ
ているか。 

事業計画書で提案した指
定管理事業の内容と、同
等レベルになっている。 

Ｂ Ｂ

事業計画書で書かれている内容と現在
の指定管理事業の内容において大きな
乖離はない。自主事業については、必ず
しも計画書の内容と同じではないが、地
域特性に合わせて、特に集客ができる試
食会について開催数が多くなっている。 

自主事業の内容が施設
の設置目的、地域の特性
に合致している。 

3)市が主催 ・
共催する各
種イベントに
支援・協力
を し ている
か｡ 

市が主催・共催するイベ
ントに支援・協力をしてい
る。 

Ｂ Ｂ
駅伝大会において炊き出しを行ったり、
子ども達及びその保護者向けに施設内
で防災教室を行ったり、市が主催、共催
するイベントに対し支援・協力がある。 

4)災害時等に
おける当該
施設の役割
を理解し 、
備えている
か。 

防災マニュアル等が整備
されており、職員が内容を
熟知している。 

Ｂ Ｂ

災害時などの備えについて、防災の時の
フローがあり消火器の使い方や火災の時
の対応などの手引書がある。また、緊急
時の連絡体制については、事務所に掲
示があり、消防訓練は、年２回行われて
いる。そのため職員は、災害時において
も適切に対応できる体制となっている。 

緊急時の連絡体制が構
築されており、避難訓練
等を定期的に行ってい
る。 
地域の防災拠点としての
役割を職員が理解し、災
害時に適切に対応でき
る。 

5)関係法令を
職員が正し
く理解かつ
遵守してい
るか。 

業務に従事する職員は関
係法規等の習得が適切
に行われている。 

Ｂ Ｂ

食品製造に係る関係法令等については
計画的に研修が行われ、職員に適切な
教育がなされている。また、関係法規上
の改正などは、本社の衛生部との連携に
より、その情報が適切に職員に提供され
ている。 

関係法規等の改正や管
理上の各種取扱い通知
等に的確に対応して取扱
われている。 

【 指定管理者からのコメント 】 
市のイベントには積極的に参加しています。給食
休み期間を利用し衛生講習会、消防訓練を実施
しています。
正社員は調理師・栄養士免許保有者を採用し本社
にて研修、教育しています。
パート社員には OJT にて教育しています。 

【 特記事項 】 
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２ 管理運営のあり方

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)施設内設備
の点検・修
繕及び美化
が適切に行
われている
か。 

仕様書や事業計画書の
通りに、管理・点検が行わ
れている。 

Ｂ Ｂ 

仕様書、事業計画書通りに日常（巡視）
保守点検業務が行われ、年に２回の定期
保守点検業務も実施されている。また、
定期点検等で報告された不具合につい
ては、適切な処理が行われている。 
施設の清掃についても適切に実施され、
清潔な状態が保たれている。 

目に見える損傷等がな
く、利用者が安全に利用
できる状態が保たれてい
る。 
目に見えるゴミ・汚れ、雑
草や悪臭等がなく、美観
が保たれている。 
定期点検等で報告された
不具合等が適切に処理さ
れている。 

2)施設・設備
の管理や運
営に関する
業務につい
て、相当の
知 識 及 び
資格、経験
を有する者
が従事して
いるか。

職員の配置人数や必要と
される資格・経験が、仕様
書及び事業計画書のとお
りに運用されている。（当
日人数ではなく記録を確
認） Ｂ Ｂ 

職員の配置については、仕様書及び事
業計画書通りに運用されており、食品衛
生責任者やアレルギー対応食責任者に
おいても正規従事者として勤務している。
なお、職員の勤務年数について新入社
員を除き、１年未満の経験が浅い職員
は、少ない。 

職員の入れ替えがあまり
多くはなく、１年未満の経
験が浅い職員は少ない。 

3)利用者の安
全 ・安心を
確保する危
機管理の仕
組みを構築
しているか。

事故や病人が発生した際
のマニュアル等が整備さ
れており、職員が内容を
熟知している。 

Ｂ Ｃ 

災害時のフローや手引きは、用意されて
いるが、事故や病人が発生した際のマニ
ュアル等は、整備されていないため、早
急な整備が望まれる。なお AEＤは今後
設置し、その講習は実施する予定というこ
とでぜひ実施して頂きたい。 

防犯上の問題が発生した
際に、職員が適切に対応
できる。 

4)備品が適切
に管理され
ているか。 

備品台帳に記載されてい
る備品が、全て揃ってい
る。（３点以上を現物確
認） Ｂ Ｂ 

備品台帳に記載されている備品について
は、適切に管理されている。また、利用者
への貸し出し備品についても、同じく損傷
なく適切に管理されている。 

利用者への貸出備品等
が、損傷なく適切に管理
されている。（３点以上を
現物確認） 

【 指定管理者からのコメント 】 
夏休み期間に機械の定期保守点検を行っていま
す。給食提供期間は各作業別にチェックリストを
活用し管理しています。不具合があった場合は迅
速に対応しています。
職員に欠員が出た場合は速やかに補充していま
す。

【 特記事項 】 
事業計画書に記載された正規職員について
は、一部欠員があるが、それ以上にパートの
従業員を雇用することで、業務の漏れを防い
でいる。
機械の定期保守点検については、機械ごとの
ファイルを作っており、不具合があった時な
どは、詳細な報告がある。
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小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

5) 施 設 の 警
備・巡回が
適切に行わ
れ て い る
か。 

仕様書や事業計画書ど
おりに警備業務や施設巡
回業務が行われている。 

Ｂ Ｂ 

施設の巡回業務については、仕様書、事
業計画書に基づきチェックリストを用いな
がら１日１回適切に行われている。鍵の保
管についても持出簿を活用し、適切に管
理されている。 

各室の鍵について保管場
所を定め、持出簿を活用
するなど、適切に管理さ
れている。 

6)職員の資質
向上に対す
る取組みが
行われてい
るか。 

施設職員の資質向上に
必要な職員研修を、年１
回以上行っている。 

Ｂ Ｂ 

施設職員向けの研修については、アレル
ギー対応食研修、衛生研修をそれぞれ
年１回以上行っており、その他にもごみゼ
ロ運動の研修なども行われている。研修
参加者については、特定職員に偏ってお
らず、全員の資質向上に資する取組みと
なっている。 

研修参加者が特定職員
に偏っておらず、全員の
資質向上に資する仕組み
となっている。 

7)環境保全に
対する取組
み方針 ､行
動が適切に
なされてい
るか。 

環境保全に対する取組み
方針を取り決め、職員に
周知している。 Ｂ Ｂ 

海老名市環境マネジメントプログラムに準
じて、ゴミの分別、処理についての研修を
実施し、職員にもその周知、取組みを行
っている。 

方針に則って、取組みを
実施している。 

8)個人情報の
適切な管理
を実施して
いるか。 

個人情報保護マニュアル
等が整備されており、職
員が内容を熟知してい
る。 Ｂ Ｂ 

利用者の個人情報については、鍵のか
かるキャビネットで保管し、適切な管理が
出来ているが、それを運用するマニュア
ルがないため、作成が望まれる。 

利用者の個人情報は、鍵
付きのキャビネットで保管
するなど、適切な管理が
なされている。 

9)海老名市情
報公開条例
の趣旨に則
り情報の公
開に努めて
いるか。 

情報公開についての対応
手順がマニュアルなどで
定められ、実行できてい
る。 

Ｂ Ｃ 
情報公開についてのマニュアルはなく、
扱いについての取り決めもないため、海
老名市情報公開条例に基づいた対応方
法を職員に周知する必要がある。 

10) 適 正 な会
計事務が執
行されてい
るか。 

経費の出納帳への記載
は、伝票に基づいて行わ
れている。（３項目程度ラ
ンダムに実伝票を確認） 

Ｂ Ｂ 

経費については、本社での取り扱いとな
るため、伝票や請求書などを施設では管
理していない。小口の現金が発生する場
合は、複数チェック体制で適切に管理し
ている。指定管理に関する経費等は、本
社の専用窓口で取り扱い、口座も明確に
区分している。 

現金の取り扱いが発生す
る場合は、複数チェック体
制が構築され、遵守され
ている。 
指定管理に関する経費
等は、別段口座で管理さ
れ、帳簿類も明確に区分
されている。 

【 指定管理者からのコメント 】 
警備会社（特別警備保障）に委託し毎日夜間の
巡回警備を行っています。
年一回全職員参加の衛生講習会を実施。給食休
み期間に行われる給食調理員対象の調理講習会
に社員を積極的に参加させています。
ゴミの分別処理を全職員に周知、徹底させていま
す。 

【 特記事項 】 
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３ 利用者の満足度

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1) 市民の利
用を確保
し て い る
か。 

施設の利用申し込みにつ
いて、特定団体に偏ること
のないよう、対応ルールが
整備されている。 

Ｂ Ｂ 施設の利用申し込みについては、適切に実施されている。 

2)市民・利用
者の立場
に 立 っ た
サービスの
向上に努
め て い る
か。 

年齢や障がいの有無等
に関わらず、あらゆる市民
が利用しやすいように工
夫を行っている。 

Ｂ Ｂ 施設のバリアフリー化は、図られており、
問題ない。 

3) 利用者に
対す る職
員の接遇
が適切に
実 行で き
ているか。

施設職員が接遇マニュア
ルを熟知している。 
（マニュアルがない場合
は、全員が同じ対応がで
きているかを確認のこと） 

Ｂ Ｂ 

受付については、３人の担当者がおり適
切な業務を行っており、電話対応にも問
題はない。しかしながら、接遇マニュアル
などに基づく業務の標準化は、出来てい
ない。本社における他施設の管理のノウ
ハウなどを提供し、簡易的なものであって
も接遇についてのマニュアル、フローなど
を作成されるのが望ましい。 

電話での対応で施設名を
明確に名乗り、ビジネスマ
ナーにのっとった言葉使
いを行っている。 
受付での対応が親切で、
初めての来訪者にもわか
りやすいように説明してい
る。 

4) 利用者ア
ンケート等
を実施して
いるか。 

利用者アンケート等を年1
回以上実施し、利用者意
見の収集を行っている。 

Ｂ Ｂ 
貸館事業などにおける利用者のアンケー
トは、行っていないが、昨年度は自主事
業においてアンケートを実施している。ま
た、意見箱は施設内に設置されている。 

利用者が意見や要望を
出しやすいよう、ご意見箱
の設置やウェブサイトでの
投稿ページの設置などに
取り組んでいる。 

5) 利用者の
意見が反
映される仕
組みを構
築している
か。 

利用者アンケート等の調
査結果を取りまとめ、課題
の抽出と改善対応を行っ
ている。 Ｂ Ｂ

自主事業で行ったアンケートについて
は、意見をとりまとめ課題の抽出や改善
対応を行っている。なお、自主事業の内
容についての要望は報告されているが、
施設に対する大きな苦情はこれまで発生
していない。 

過去 1 年間で寄せられた
苦情等に対し、適切に改
善策が講じられている。 

【 指定管理者からのコメント 】 
施設利用希望者には先着順で対応しています。
電話対応にあたる職員には礼節を守ってあた
らせています。 
給食試食会にてアンケートを実施しています。 

【 特記事項 】 
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４ 運営の効率性

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)管理運営
経費の縮
減 を 図 っ
ているか。

利用者サービスの水準が
低下しない範囲で、費用
削減に取り組んでいる。 

Ｂ Ｂ 

調理スペースについては、安全・安心で
おいしい給食の提供に努めており、節水
など費用削減についての積極的な取組
みは利用者サービス維持の点から実施し
にくいことは理解できる。その他の館内施
設においては、空調管理等厳しく管理
し、費用削減に努めている。 

2) 施設の機
能を最大
限発揮す
る 運 営 に
努めてい
るか。 

現行サービスの改善や新
たなサービスの検討など
が定期的に行われる体制
となっている。 

Ｂ Ｂ 

新たなサービスの提供について、アイデ
アは持っているが、それを実現する仕組
みがない。今後は、本社主導の元、他施
設の事例などを参考にさらなるサービス
向上に向けて取り組んで頂きたい。業務
改善については、調理の各班のミーティ
ングにおいて、毎日意見交換を行ってい
る。 

3) 積極的な
広報活動
が行われ
ているか。

施設や事業について、市
の広報誌以外の多彩な
方法で広報を行ってい
る。 

Ｂ Ｃ 

給食の試食会などの案内のチラシは、市
の協力のもと、市内の小学生（特に新１年
生）に向けて配っている。一方、ウェブサ
イトにおいては、施設独自のものはなく、
施設の利用方法や利用料金などについ
ての情報が明記されていない。ウェブサイ
トにおいても、施設情報の更なる発信が
必要である。 

パンフレットやウェブサイト
等で、施設の利用方法や
利用料金等について、分
かりやすく情報を発信して
いる。 

4)自主事業
を適切に
実 施 し て
いるか。 

年間の自主事業実施回
数が、当初の提案内容と
同様レベルになっている。

Ｂ Ｂ 

指定管理者応募時（平成 27 年度）の事
業計画書に記載の自主事業対応例につ
いては、すべて行われているわけではな
いが、平成 29 年度は、特に人気が高い
「給食試食会」を中心とし、「調理実習会」
や「炊き出し訓練体験」を行っている。実
施については、市との協議の上行ってお
り適切に運営されている。 

自主事業の実施内容が、
当初の提案内容と同様レ
ベルである。 

5) 目標に基
づくマネジ
メントを行
い､数値化
し た 指 標
を設定し､
遵 守 し て
いるか｡ 

利用者数・稼働率や経費
低減などについて数値化
した目標を設定している。

Ｂ Ｂ 

施設の性格上、貸館についての利用者
数・稼働率などについて明確な目標の設
定は困難ではあるが、「安全・安心でおい
しい給食の継続的な提供」を掲げている
施設として、異物混入や食中毒、給食の
遅配をそれぞれゼロにする目標を掲げて
おり、その達成に向けて数値管理をして
いただきたい。 

設定した目標を達成して
いる。 

6)管理運営
状況 をモ
ニタリング
し､改善に
努めてい
るか｡ 

施設の管理運営状況や
設定した目標の進捗度合
いをチェックする体制とな
っている。 Ｂ Ｂ 

月に１度市に提出している月間報告書に
おいて、施設の管理運営状況、及びクレ
ームやトラブルの報告は出来ており、それ
について改善すべきことは行われてい
る。 

モニタリング結果を基に、
改善が実施されている。 

【 指定管理者からのコメント 】 
料理教室、炊き出し訓練体験等、自主事業は当
初の提案と同様レベルで行っています。
月一回実施しているモニタリングで改善箇所・
課題を検討し対応しています。

【 特記事項 】 
管理・運営経費の削減について、日々の節電、
節水などには限界があるが、例えば電力供給
会社の見直しなどを検討して頂きたい。
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５ 収支状況

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1) 施設の収
支決算状
況 

赤字決算に陥っていない。 Ｂ Ｂ 
施設の収支決算については、平成 28 年
度が 370,425 円の黒字、平成 29 年度が
1,427,734 円の赤字となっており、今後は
継続して黒字化が望まれる。 

2) 団体の収
支決算状
況 

経常利益率(経常利益÷

売上高×100(当期経常増

減額÷経常収益×100))が

プラスになっており、赤字

決算に陥っていない。 

Ｂ Ｂ 

経常利益率は（平成 27 年度：6.4%、平成
28 年度：7.8%、平成 29 年度：7.75%）とな
っており、赤字決算に陥っていない。 
自己資本比率は、（平成 27年度：47.8%、
平成 28 年度：42.8%、平成 29 年度：
33.0%）であり過去３年間ですべて 30%以
上となっている。 
流動比率は、（平成 2７年度：185.3%、平
成 28 年度：165.2%、平成 29 年度：
140.9% ）であり過去３年間でいずれも
100%以上となっている。 
上記いずれの指標においても問題はな
い。 

借入金に依存した資本構

造ではなく、自己資本比率

(自己資本(または正味財

産)÷総資本×100)が 30％

以上となっている。 

流動比率(流動資産÷流

動負債×100)が 100％以

上となっており、事業継続

の安全性に不安がない。 

【 指定管理者からのコメント 】 
本社自体の経常利益率はプラスになっており経
営状態は安定しています。

【 特記事項 】 
施設の収支状況について、平成 29年度は赤
字となっているため、市との協議の上、収支
がプラスになるような工夫を望みたい。



評価（Ａ：5点、Ｂ：4点、C：3点、D：1点）
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個別項目 【海老名市食の創造館】

６ 施設特有の特殊な状況における対応

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)業務上、適
切な衛生
管理が行
われ てい
るか。 

仕様書で定められた通り
に、環境衛生業務が実施
されている。 

Ａ Ｂ 

仕様書で定められた通り環境衛生業務、

検収・保管業務、調理業務、食器等洗

浄・残滓処理業務、給食配送・配膳・回

収等業務が実施されている。 

作業エリア・作業担当者・調理器具等を

明確に区分し、衛生面には十分に配慮し

管理・運営をされている。 

仕様書で定められた通り
に、検収・保管業務が衛
生的に実施されている。 

仕様書で定められた通り
に、調理等業務が衛生的
に行われている。 

重要衛生管理事項を遵
守した調理作業が行われ
ている。 

仕様書で定められた通り
に、食器等洗浄・残滓処
理業務が衛生的に行わ
れている。 

仕様書で定められた通り
に、給食配送・配膳・回収
等業務が衛生的に行わ
れている。 

2)衛生状態を
正しく管理
できている
か｡ 

仕様書で定められた事項
について、チェックシート
や手順書などを活用し、
日常的に管理されてい
る。 Ａ Ａ 

学校給食日常点検表を活用し、毎日衛
生面は適切に管理されている。 
本社衛生部の検査の年１回の実施や、
責任者が月１回本社での衛生職場会に
参加するなど、衛生管理体制を維持・向
上するための取組みも積極的に行われて
いる。 

定期的に衛生についての
指導や検査を行ってい
る。 

【 指定管理者からのコメント 】 
年一回の衛生講習会、月一回の衛生職場会を行
い、衛生知識を職員に教育しています。
給食提供日は朝礼、終礼、OJTにて留意点を確
認、問題点の改善をしています。
各種チェックリストを活用し管理しています。
文科省の衛生管理基準を遵守し安全な給食を安
定提供出来るよう努めています。

【 特記事項 】 



評価（Ａ：5点、Ｂ：4点、C：3点、D：1点）
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７ 管理運営の安全対策

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)適切な事
故防止策
が取 られ
ているか。

食中毒の予防について適
切な対策が取られている
か。 

Ａ Ｂ 

食中毒の予防については、個人手洗記
録表や衛生管理チェックリストなどを活用
し、十分に実施されている。 
異物混入防止については、マニュアルに
よる周知や、万が一の際の原因を追究で
きる体制となっている。 
アレルギー事故防止については、マニュ
アルの整備、研修の実施、エリア分けな
ど適切に実施されている。 
感染症についても定期的に検査を実施
している。 
業務上の職員の事故防止については、
日々教育が行われているが、マニュアル
は整備されていない。業務災害が発生し
た際の対応については、一定のルールを
設定することが望まれる。 

異物混入防止について
適切な対策が取られてい
るか。 

アレルギー事故防止につ
いて適切な対策が取られ
ているか。 

感染症（インフルエンザ、
ノロウイルス等）の拡大防
止について適切な対策が
取られているか。 

業務上の従業員の事故
防止について適切な対策
が取られているか。 

2)万が一事
故が起こ
った際に
適切に対
応ができ
ているか。

事故が起こった際の対応
方法がマニュアル等に定
められていて、職員に周
知されている。 Ａ Ｂ 

小さな事故や異物混入があった際は、月
間報告書において、市への報告が出来
ている。しかしながら、前述の通り事故対
応方についてのマニュアルは、用意でき
ていないので、一定のルールの下で、職
員の教育を行うことが望まれる。 

事故が起こった際には、
適切に市や関係機関に
報告されている。 

【 指定管理者からのコメント 】 
各種マニュアルの内容を職員に周知させ実際に
行われているか責任者が監督しています。
各確認チェックリストを作成し事故防止に役立
てています。
学校給食従事者である事を職員に自覚させ作業
させています。

【 特記事項 】 



評価（Ａ：5点、Ｂ：4点、C：3点、D：1点）
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８ 多角的な機能展開

小項目 評価視点（例） 
自己
評価

第三者
評価

コメント 

1)学校給食
以外の給
食事業を
実施して
いるか。

幼稚園給食の提供などを
市の指定に合わせて実施
している。 

Ｂ Ｂ 

幼稚園給食の提供については、市の私
立幼稚園４園の年長向けに、小学校へ
提供している献立と同一の内容を提供し
ている。また、高齢者向け配食について
は、自治会館などに年間 10 件程度配食
している。 

高齢者向け配食などを市
の指定に合わせて実施し
ている。 

2)食育支援
事業等 、
給食以外
の事業を
実施して
いるか。

事業計画書と同様レベル
の内容と回数の食育支援
事業を実施している。 

Ｂ Ｂ 

給食試食会や調理実習などの食育支援

事業は、計画通りに実施している。また、

市からの依頼を受け、小学校での食育支

援事業も実施している。一方、施設職員

による新たな取組みの検討は、現状行な

えていない。法人として全国的にも類似

施設の運営実績もあることから、法人とし

てのノウハウも活用し、新たな取組みも検

討して頂きたい。 

施設内の会議室や調理
室を活用しての食育支援
事業を実施している。 

小学校などでのアウトリー
チ事業として、食育支援
事業を実施している。 

施設の特徴を活かした新
たな事業を積極的に企
画・実施している。 

【 指定管理者からのコメント 】 
幼稚園給食、高齢者向け給食は市の指定に合わ
せ提供しています。
学校からの依頼で給食に関した講習を実施し調
理実習会等、食育支援の事業を行っています。

【 特記事項 】 


